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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府主導の経済政策・金融政策により企業収益の向上や雇用・所

得環境の改善が見られるなど、緩やかな回復基調にあるものの、円安による原材料価格の高騰、欧州経済の下振れリ

スク、新興国経済の成長鈍化懸念の高まりなど依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは、サービス・もの造りネットワーク体制の再構築を行い、独自の技術力を磨

き、競争力を強化し、ターゲット顧客を明確にして売上を拡大させ、利益率の向上を図るなど国内外おいて積極的な

営業活動を展開しております。

その結果、売上高は33億85百万円（前年同四半期34億11百万円）、営業損失１百万円（前年同四半期39百万円の営業

利益）、経常利益２百万円（前年同四半期20百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失22百万円（前年

同四半期20百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）の減収、減益となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

(合成樹脂成形関連事業)

国内において、主力取扱商品の一つである住設機器の売上が減少しましたが、海外において主力取扱商品のＯＡ機

器部品が順調に推移したことにより、売上高は30億52百万円（前年同四半期30億83百万円）、営業利益18百万円（前年

同四半期66百万円の利益）となりました。

(物流機器関連事業)

競合他社との価格競争が続く中、拡販に努め売上高は３億33百万円（前年同四半期3億28百万円）の微増となりまし

たが、円安による原価高の影響により営業損失20百万円（前年同四半期26百万円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

資産合計は70億６百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億28百万円減少しました。これは、主に現金及び預金

が３億60百万円減少、受取手形及び売掛金が44百万円増加、流動資産のその他が１億57百万円増加したことによるも

のです。

(負債)

負債合計は46億65百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億76百万円減少しました。これは主に、支払手形及び

買掛金が98百万円減少、流動負債のその他が75百万円増加、長期借入金が85百万円減少、退職給付に係る負債が68百

万円減少したことによるものです。

(純資産)

純資産合計は23億40百万円となり前連結会計年度末と比べ48百万円増加しました。これは主に、利益剰余金の減少

22百万円、退職給付に係る調整累計額の増加76百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年５月15日に公表しました連結予想から修正は行っておりまん。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日）等

を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

せるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,513,931 1,153,050

受取手形及び売掛金 2,649,318 2,693,506

商品及び製品 481,626 487,977

仕掛品 195,597 222,560

原材料及び貯蔵品 293,444 265,285

その他 186,903 344,524

貸倒引当金 △1,009 -

流動資産合計 5,319,813 5,166,903

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 422,135 410,452

機械装置及び運搬具（純額） 437,591 472,026

土地 660,642 624,584

リース資産（純額） 39,639 40,143

建設仮勘定 16,808 44,621

その他（純額） 54,723 53,329

有形固定資産合計 1,631,540 1,645,157

無形固定資産

その他 17,185 16,545

無形固定資産合計 17,185 16,545

投資その他の資産

投資有価証券 49,307 51,672

その他 120,210 129,327

貸倒引当金 △2,994 △2,994

投資その他の資産合計 166,523 178,006

固定資産合計 1,815,250 1,839,708

資産合計 7,135,064 7,006,612

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,335,010 2,236,343

短期借入金 863,665 852,284

未払法人税等 20,314 19,980

賞与引当金 24,983 37,176

その他 413,747 488,764

流動負債合計 3,657,720 3,634,549

固定負債

長期借入金 1,015,199 929,479

退職給付に係る負債 105,257 37,244

その他 64,285 64,359

固定負債合計 1,184,742 1,031,083

負債合計 4,842,463 4,665,633

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 785,172 785,172

利益剰余金 277,232 254,599
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自己株式 △22,729 △22,729

株主資本合計 1,967,300 1,944,666

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,021 5,382

繰延ヘッジ損益 0 △4,082

為替換算調整勘定 356,320 353,084

退職給付に係る調整累計額 △35,041 41,927

その他の包括利益累計額合計 325,301 396,312

純資産合計 2,292,601 2,340,979

負債純資産合計 7,135,064 7,006,612
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 3,411,653 3,385,755

売上原価 2,996,622 2,990,682

売上総利益 415,031 395,073

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 110,279 61,090

給料及び賞与 112,140 142,369

退職給付費用 5,855 10,096

貸倒引当金戻入額（△） △202 △1,009

その他 147,341 184,290

販売費及び一般管理費合計 375,413 396,838

営業利益又は営業損失（△） 39,617 △1,765

営業外収益

受取利息 115 353

受取配当金 174 136

受取賃貸料 586 205

為替差益 - 9,287

その他 3,054 3,221

営業外収益合計 3,931 13,204

営業外費用

支払利息 8,331 7,146

為替差損 11,190 -

その他 3,124 2,206

営業外費用合計 22,646 9,352

経常利益 20,901 2,086

特別利益

特別損失

固定資産処分損 ― 3,986

投資有価証券評価損 19,590 -

特別損失合計 19,590 3,986

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

1,311 △1,899

法人税等 22,276 20,733

四半期純損失（△） △20,964 △22,633

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △20,964 △22,633
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △20,964 △22,633

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 932 1,360

繰延ヘッジ損益 △1,091 △4,082

為替換算調整勘定 △48,075 △3,236

退職給付に係る調整額 716 76,969

その他の包括利益合計 △47,517 71,011

四半期包括利益 △68,481 48,377

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △68,481 48,377

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,083,270 328,382 3,411,653 ─ 3,411,653

セグメント間の内部売上高
又は振替高

10,298 ― 10,298 △ 10,298 ─

計 3,093,569 328,382 3,421,951 △ 10,298 3,411,653

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

66,286 △ 26,669 39,617 ― 39,617

(注) セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,052,328 333,426 3,385,755 ─ 3,385,755

セグメント間の内部売上高
又は振替高

27,706 165 27,872 △ 27,872 ─

計 3,080,035 333,591 3,413,627 △ 27,872 3,385,755

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

18,515 △ 20,280 △ 1,765 ― △ 1,765

(注) セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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